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4.研 究の概要

抗 菌活性 を有 する ヒノキチオール(Hhino)配 位 子 による銅(ll)錯 体 を合成

した。HhinoとCuSO4・5H20を モル比2:1で 水:EtOH=1:1混 合溶媒 の量

を変 えて還流 した後 、室温でslowevaporationす る ことによ り錯 体

[Cu(hino)2]の 二 つの異 なる深緑 色結晶 、す なわち板状結晶(収 率70.7%)と 柱

状結 晶(収 率76.5%)を 得 た。 また一度単 離 した これ らの結晶 を同 じ混合溶媒

中で還流 した後、冷蔵庫内でslowevaporationし て緑色針状 結晶 を得 た(収

率65.3%)。 これ らの化合物 の結晶構造 および分子構造を決めた。ヒノキチオ

ール銅(1り錯 体 は同 じ組成で結晶 構造の異 なる化合物 が少な くとも3種 類存在

する ことがわ か った。 これらの化合物は粉末X線 回折 パ ター ン、磁気 的性質

(SQUIDお よび磁化率)が 異 な って お り、抗菌性 にも大 きな違 いがあった。板

状結晶、柱状結晶の錯体は抗菌性 を示さなかったが、針状結晶の錯体は一部の

バクテ リア、酵母、カビに対 して抗菌性 を示 した。
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